
令和２年度第４回補正予算（７月補正予算）に計上した事業

国県補助金
地方創生

臨時交付金
一般財源

1 229,500 229,500 0

2 42,000 42,000 0

3 30,000 30,000 0

4 14,579 14,579 0

5 3,700 3,700 0

6 1,400 1,400 0

7 4,337 4,337 0

8 2,107 2,107 0

9 1,434 1,434 0

10 11,990 11,990 0

11 3,522 3,522 0

12 8,079 8,079 0

13 23,750 23,750 0

14 1,893 1,893 0

15 5,669 5,669 0

16 140 105 35 0

384,100 31,417 352,683 0

※上記の№は、次ページ以降の№に対応しています。

(国)通訳機の配備 福祉相談課

災害避難所のコロナウイルス対策の充実

生涯学習課

情報統計課

スポーツ課

総務課
危機管理課

(県)学童クラブのコロナ対策備品購入

オンライン会議システムの導入

体育施設の換気対策の実施

(国)ひとり親世帯へ給付金追加支援

(国県)子育て施設のコロナ対策備品購入 子育て支援課

コロナウイルス対策物品の購入

危機管理課

児童生徒の学びの確保 学校教育課

新型コロナウイルス対策　第４弾　合計

社会福祉課

総務課

子育て支援課

持続化給付金対象外の中小事業者支援 商工振興課

健康推進課

商工振興課

健康推進課

小規模事業者への３密対策工事費補助

あん摩、はり、きゅう等各種施術所支援

　　　◎伊那市 新型コロナウイルス感染症対策予算　（第４弾）

～伊那市独自の施策により

№ 事業費

財源

　予算規模：３億８，４１０万円　.

　緊急事態宣言は解除されましたが、大都市圏でコロナウイルス感染者が再び増加するなど、コロナ禍
の収束には程遠い状況であり、引き続き、伊那市独自のコロナ対策を、スピード感を持って実行していく
必要があります。
　新型コロナウイルス感染症対策第４弾として、国などの支援制度の対象にならない中小事業者や新生
児、高校２、３年生がいる世帯への支援のほか、福祉事業者、ひとり親世帯への追加支援、雇用の充実
などを、地方創生臨時交付金を活用して予算化しています。

（単位：千円）

事業名 主管課

中小事業者、新生児、高校生２，３年生などを応援します～

新生児のいる世帯に１０万円を給付

福祉事業者支援（対象者の拡大）

雇用機会の確保（市役所業務）

高校２、３年生のいる世帯に１万円を給付 子育て支援課

1



№ 1

（事業概要）

229,500 千円 市単独事業 主管 商工振興課

№ 2

（事業概要）

対象 ： 令和２年４月28日～令和３年４月１日出生の住民

予算 ： 100千円×420人（概算）＝42,000千円

42,000 千円 市単独事業 主管 健康推進課

№ 3

（事業概要）

対象となる工事 ： 間仕切り、換気扇、自動水栓などの設置工事

　※市内業者による施工に限ります。

30,000 千円 市単独事業 主管 商工振興課

　国の「持続化給付金」の対象とならない、コロナウイルス感染症の影響で収入が一定程度減少
した中小事業者に、従業員数に応じて支援を行います。

歳出予算額 区分

　「新しい生活様式」に対応するため、市内小規模事業者が実施する、３密対策環境整備工事
に係る費用の一部を補助します。

新生児のいる世帯に１０万円を給付します

　国の「特別定額給付金」（住民１人あたり１０万円）の対象にならない、令和２年４月28日から令
和３年４月１日までに出生した方々に、「特別定額給付金」と同額の１０万円を給付します。

歳出予算額 区分

補助率等 ： 工事費の2/3（上限２０万円）

区分

国の持続化給付金の対象にならない中小事業者を支援します

　①従業員５人未満 ： １０万円　　　　　　　　　②従業員５人以上１０人未満 ： ２０万円

　③従業員１０人以上２０人未満 ： ３０万円　 ④従業員２０人以上 ： ５０万円

対象 ： 前年度比較で、収入が30％以上50％未満に減少した月がある中小事業者等

小規模事業者が行う３密対策工事費を補助します

歳出予算額
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№ 4

（事業概要）

事務費（郵送料、口座振込手数料） ： 279千円

14,579 千円 市単独事業 主管 子育て支援課

№ 5

（事業概要）

対象となる施術所 ： あん摩マッサージ、はり、きゅう、柔道整復（３７法人）

補助額 ： １法人あたり１０万円

3,700 千円 市単独事業 主管 健康推進課

№ 6

（事業概要）

1,400 千円 市単独事業 主管 社会福祉課

補助額 ： １法人あたり１０万円

　伊那市のコロナ対策予算第２弾において、福祉事業者支援の対象にならなかった、市内で福
祉サービスを提供している市外事業者の皆様に、１法人あたり１０万円を支援します。（第２弾予
算と同額）

　国の「子育て世帯への臨時特別給付金」（児童手当受給世帯に児童１人あたり１万円を交付）
の対象にならない、高校２、３年生のいる世帯に、「子育て世帯への臨時特別給付金」と同額の１
万円を給付します。

福祉事業者支援の対象を拡大します

区分

高校２、３年生のいる世帯に、１万円を給付します

区分

対象者 ： 介護サービス事業者 ８、障害福祉法人 ６　　計１４法人

歳出予算額

交付金 ： １万円×1,430人＝14,300千円

あん摩、はり、きゅう等の施術所を支援します

　国の「緊急包括支援事業補助金」の対象にならない各種施術所に対し、コロナウイルス感染症
防止対策費用を支援します。

歳出予算額 区分

歳出予算額
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№ 7

（事業概要）

4,337 千円 市単独事業 主管 総務課

№ 8

（事業概要）

2,107 千円 市単独事業 主管 学校教育課

№ 9

（事業概要）

1,434 千円 市単独事業 主管 危機管理課

　・スクール サポート スタッフ （児童生徒の健康観察、教室内の換気や消毒など）

　　※小規模校以外は県費により配置されます。

歳出予算額 区分

歳出予算額 区分

会計年度任用職員の雇用　　４名

　・ひとり親家庭、生活困窮者支援事務　２名

　・中小企業向け融資事務　１名

　・市役所、保育園等の環境整備作業　１名

購入物品 ： 携帯電話充電器、ポータブル電源など

災害避難所における新型コロナウイルス対策を充実します

　災害避難所（小中学校などの体育館 ３１か所）の環境改善のため、避難情報の収集や、避難
者のコミュニケーションに欠かせない携帯電話の充電器や、ポータブル電源などを配備します。

歳出予算額 区分

市役所業務において雇用機会を確保します

　市役所の業務量増加に対応するため、コロナ禍により雇用を失った方々に、新たな雇用の場
を確保します。

児童生徒の学びを確保するため職員を配置します

　小中学校の業務量が増加する中、教員の業務を支援することにより、児童生徒の学びを確保
するため、職員を配置します。

会計年度任用職員の雇用　　４校（小規模校）各１名
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№ 10

（事業概要）

・大型ディスプレイ、ノートパソコン　1,453千円　

・ネットワーク設定、設置工事など　5,579千円

11,990 千円 市単独事業 主管 情報統計課

№ 11

（事業概要）

3,522 千円 市単独事業 主管 スポーツ課

№ 12

（事業概要）

8,079 千円 市単独事業 主管
総務課

危機管理課

　お互いに遠隔地にいても会議を開催できる「オンライン会議システム」を導入します。非対面に
よる会議を実現できるほか、遠隔地への出張を減らすことができます。

・オンライン用カメラシステム関連　4,958千円

　市民体育館サブアリーナ（エレコムアリーナ）、武道館、サンビレッジ体育館

歳出予算額 区分

・サーモグラフィ、飛沫感染防止スクリーンなどの備品

（対象施設）

区分

・マスク、手袋、消毒液などの消耗備蓄品

オンライン会議システムを導入します

歳出予算額

体育施設の換気対策を行います

コロナウイルス対策のための物品購入費を計上します

　新型コロナウイルス感染症対策に対応するため、全庁で使用する消耗品、備品などの購入費
用を、庁内一括で予算化します。

歳出予算額 区分

（購入物品等）

　網戸がない体育施設は、夏季夜間利用時に窓を開放することができないなど換気対策が不十
分です。また、体育館は災害時に災害拠点施設として位置付けています。
　網戸設置により換気対策を行うことで、新しい生活様式に即した新型コロナウイルス感染症対
策を図ります。
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№ 13

（事業概要）

23,750 千円 国10/10 主管 子育て支援課

№ 14

（事業概要）

（対象施設）

　竜南、上の原、富県、西箕輪、高遠の各子育て支援センター及び小鳩園等

1,893 千円 国県10/10 主管 子育て支援課

№ 15

（事業概要）

5,669 千円 県10/10 主管 生涯学習課区分

　市内１５カ所の学童クラブにおいて、新型コロナウイルス感染症に対応する備品の購入等を行
います。

区分

（対象施設）

（県）学童クラブのコロナウイルス対策備品購入等

（国県）子育て施設でコロナウイルス対策備品等を購入します

　市内５カ所の子育て支援センター及び小鳩園等において、新型コロナウイルス感染症に対応
する備品等を購入します。

　マスク、消毒液、飛沫防止ガード、非接触式体温計、オゾン式保管庫　など

　コロナ対策第３弾で予算化した「ひとり親世帯臨時特別給付金」の不足分を計上するほか、給
付金受給者のうち、コロナウイルス感染症の影響で収入が著しく減少した世帯に対して、１世帯
５万円を追加給付します。

　市内１５カ所の学童クラブ

　補助率 ： 県10/10（１施設あたり上限500千円）

歳出予算額

（国）ひとり親世帯へ給付金を追加支援します

（基本給付分）　子ども１人の世帯　50,000円×50世帯

（収入減少分）　50,000円×410世帯（概算）

　補助率 ： 国県10/10（１施設あたり上限500千円）

歳出予算額 区分

　　　　　　　　　　子ども２人以上（子ども１人あたり）　30,000円×25世帯

歳出予算額

　マスク、消毒液、非接触式体温計の購入費、指導員の超過勤務分の報酬　など
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№ 16

（事業概要）

主要言語を、音声及びテキストに翻訳

１台あたり35,000円×４台

140 千円 国3/4 主管 福祉相談課

（国）市役所窓口に通訳機を配備します

歳出予算額 区分

　市内在住の外国人の皆さんから、コロナウイルスへの感染、収入減に伴う生活困窮などの相談
を受けられるように、市役所窓口に通訳機器を配備します。
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